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 Ａ．研究目的 
運動器に生じる骨軟部腫瘍の治療においては、再

発、生存率などの腫瘍学的な治療成績のみならず治
療後の患者の身体機能（ADL）やQOL維持に関す
る配慮が欠かせない。治療成績の判定においては、
特に患者の視点に立った評価が重要であり、適切な
患者立脚型評価尺度を使用した総合的評価を行
う必要がある。本研究では、AYA世代の骨軟部
腫瘍患者のADL・QOLを適切に評価するため、
日本において使用可能な優れた評価尺度の開発
を行い、次いで実際の症例において、その尺度を
用いた評価を行い、AYA世代骨軟部腫瘍の治療
成績向上を目指すことを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
１．患者立脚型評価尺度の国際標準であるTESS

について標準的な手法に則って翻訳,異文化間適合，
計量心理学的特性の検証を行い、日本語版TESSを
作成した。２．骨軟部腫瘍患者の状態を包括的に評
価可能な骨軟部腫瘍疾患特異的HR-QOL評価尺度
（Comprehensive Outcome Measure for Musculoskel
etal Oncology: COMMON）を作成した。３．TESS,
COMMONを用いた臨床研究を行った。 
 （倫理面への配慮） 
本研究に関係するすべての研究者はヘルシン

キ宣言および「疫学研究に関する倫理指針」に従
って本研究を実施した。 
 
Ｃ．研究結果 

骨軟部腫瘍術後の身体機能（ADL)を総合的に評
価可能な患者立脚型評価尺度であるToronto Extre
mity Salvage Score（TESS）の日本語版を作成し、
計量心理学的特性（信頼性・妥当性）の解析を行
った。その結果、TESS日本語版は、高い信頼性お
よび妥当性を示すことが示された。また、我々が
新たに作成した骨軟部腫瘍疾患特異的HR-QOL評
価尺度（Comprehensive Outcome Measure for Mu

sculoskeletal Oncology: COMMON）、TESS、SF-
36を用いて骨軟部腫瘍患者176例（下肢154例、上
肢22例）のHR-QOL評価を行った。 

 
Ｄ．考察 
現在まで、わが国には、骨軟部腫瘍術後のADL,

QOLを総合的に評価可能な患者立脚型評価尺度は
存在しなかった。我々の研究により、TESS日本語
版は、骨軟部腫瘍術後のADLを総合的に評価可能
な尺度として高い信頼性および妥当性を示すこと
が示された。また、現在、我々が作成した骨軟部
腫瘍疾患特異的HR-QOL評価尺度であるCOMMO
Nの特性、有用性について検討を行っている。骨
軟部腫瘍疾患特異的HR-QOL評価尺度は、未だ国
際的にも優れたものが存在せず、COMMONは将来
の国際標準尺度となりうる可能性を秘めている。 
 
Ｅ．結論 
 骨軟部腫瘍術後のADL, QOLを総合的に評価可
能な患者立脚型評価尺度として、TESS日本語版、C
OMMONを開発した。今後、これらの尺度を用いた 
AYA世代骨軟部腫瘍の治療成績の評価、向上を
目指す。 
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研究要旨：骨軟部腫瘍術後の身体機能（ADL)を総合的に評価可能な現時点で唯一の患者立
脚型評価尺度である Toronto Extremity Salvage Score（TESS）の日本語版を作成し、多施設共
同研究の枠組みを用いて計量心理学的特性（信頼性・妥当性）の検討を行った。また、我々
が作成した骨軟部腫瘍患者の状態を包括的に評価可能な骨軟部腫瘍疾患特異的 HR-QOL 評
価尺度（Comprehensive Outcome Measure for Musculoskeletal Oncology: COMMON）を用いた
前向き臨床研究を開始し、下肢 154 例、上肢 22 例の骨軟部腫瘍患者の術後 QOL について
検討した。 


